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　４月９日、１０日に、野川のしだれ桜とお店をめぐり、市の南側を散
策するイベント「はけの森をめぐる旅」が開催されました。
　同イベントでは関連行事として、さまざまな催しが行われ、都立武
蔵野公園くじ
ら山付近で開
催された「は
けのおいしい
朝市ｉｎ武蔵
野公園」には、
たくさんの人
が訪れ、春の
ひとときを楽
しみました。

「「はけの森をめぐるはけの森をめぐる旅旅」」開催開催
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❶金蔵院
　白萩（しらはぎ）が植えられており、「萩寺」とも
いわれています。また、市指定の天然記念物として樹
齢３００年を越すムクとケヤキの大木があります。

❷小金井小次郎の墓
　小次郎は、子分３千人をもつ幕末の大侠客（だいきょう
きゃく）で、新門辰五郎の兄弟分といわれています。三宅
島に流刑された折、島の開発に尽くしました。墓碑銘は山
岡鉄舟の筆によるものです。

こがねい散歩
　はけの道コース
こがねい散歩
　はけの道コース
　はけの道は、金蔵院から二枚橋に通じる道。
　「はけ」とは、国分寺崖線と呼ばれる崖地のこと。
大岡昇平の小説「武蔵野夫人」の舞台にもなりました。
新緑あふれるはけの道コースを歩いてみませんか。
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妙貫坂→①金蔵院→②小金井小次郎の墓→③小金井
神社→白伝坊の坂→④市立はけの森美術館→⑤はけ
の小路→ムジナ坂→小金井水田跡の碑→都立武蔵野
公園→⑥野川→二枚橋

❻野川
　国分寺市の恋ヶ窪を水源とし、はけ沿いの湧き
水を集めて、世田谷区の二子橋付近で多摩川と合
流します。カルガモやコサギなどがみられます。

❺はけの小路
　美術館の奥から 湧 き出している清水が緑地内の

わ

池にそそぎ、清らかな流れとなり、野川へと流れ
ていきます。
　その流れに沿って遊歩道があり、「はけの小路」
と呼ばれています。

❸
小
金
井
神
社

　

元
久
２
年
（
１
２
０
５
）
に
創
建
さ
れ
、
菅
原
道
真
を

祭
神
と
し
、
境
内
に
は
石
臼
塚
（
い
し
う
す
づ
か
）
、
力

石
や
小
金
井
小
次
郎
が
奉
納
し
た
狛
犬
（
こ
ま
い
ぬ
）
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

❹市立はけの森美術館
　はけの道沿いにたたずむ、緑の中の美
術館です。洋画家・中村研一の作品など
を展示しています。（月曜日休館）

 　

野
川
に
は
ど
ん
な
魚
や
虫
が
す

ん
で
い
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

川
の
中
に
入
っ
て
野
川
の
生
き

物
た
ち
を
観
察
し
ま
す
。

集
散
時
間
・
場
所　

６
月　

日
１１

（
土
）
午
前
９
時　

分
前
原
町
西

３０

之
台
会
館
前
集
合
～　

時　

分
同

１１

３０

所
解
散

講　

師　

武
部
令
さ
ん
、
大
石
征

夫
さ
ん
（
い
ず
れ
も
森
林
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
生
と
保
護
者
（
小
学
校
２
年
生

子

ど

も

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２５

申　

込　

５
月　

日
か
ら
、
電
話

１６

ま
た
は
直
接
、
公
民
館
緑
分
館

（
☎　

儿　

儿
７
３
０
１
）
へ
。

０４２

３８７

 
と　

き　

５
月　

日
（
土
）
午
前

２８

　

時　

分
か
ら
（　

分
程
度
）

１０

３０

３０

と
こ
ろ　

公
民
館
緑
分
館
視
聴
覚

室内　

容　

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み

聞
か
せ
、
手
遊
び
な
ど
。

対　

象　

３
歳
以
上
の
幼
児
と
保

護
者
、
小
学
校
低
学
年

協　

力　

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

 
林  
檎 
の
木

り
ん 

ご

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

図
書
館
緑
分
室
（
☎　
０４２

儿　

儿
７
３
０
２
）

３８７ お
は
な
し
会

  　

市
内
で
最
も
歴
史
の
古
い
エ
リ

ア
で
あ
る
小
金
井
の
南
西
地
区

を
、
ま
ち
な
か
観
光
案
内
人
が
ご

案
内
し
ま
す
。

　

は
け
の
湧
水
、
野
川
に
象
徴
さ

れ
る
小
金
井
の
豊
か
な
水
、
そ
の

歴
史
に
触
れ
な
が
ら
新
緑
の
中
を

一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
。

集
散
時
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・
場
所　

５
月　

日
２８

（
土
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午
前　

時
小
金
井　

宮
地

１０

楽
器
ホ
ー
ル
北
側
入
口
付
近
集
合

～
正
午
同
所
解
散

コ
ー
ス　

滄
浪
泉
園
、
は
け
う
え

遺
跡
、
貫
井
神
社
、
湧
水
の
道
ほ

か
（
歩
行
距
離
約
４
㌔
㍍
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

費　

用　
　

円
（
資
料
代
）

１００

※　

滄
浪
泉
園
の
入
場
料
は
実
費

申　

込　

５
月　

日
～　

日
に
、

１６

２５

電
話
で
、
観
光
ま
ち
お
こ
し
協
会

（
☎　

儿　

儿
３
９
８
０
）
へ
。

０４２

３１６

 　

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
キ
ル
、

ノ
ウ
ハ
ウ
、
経
験
を
小
商
い
に
つ

な
げ
て
い
く
方
法
を
学
び
ま
す
。

ア
イ
デ
ア
を
土
台
に
企
画
書
を
作

成
し
、
実
践
へ
と
進
み
ま
す
。

　

詳
し
く
は
Ｃ
Ｏ
儿
舎
（
コ
ー
シ

ャ
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://co

-sh
a.n
et/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※　

本
講
座
は
市
創
業
支
援
事
業

計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
連
続

講
座
で
す
。　
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前
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時
～
午
後
４
時

１０と
こ
ろ　

Ｃ
Ｏ
儿
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（
本
町
１
儿

６
儿　

）
１１

定　

員　

８
人

参
加
費　

無
料

申　

込　

申
し
込
み
は
、
電
話
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
氏
名
（
ふ
り

学
び
・
く
ら
し

ま
ち
な
か
観
光
案
内

自
然
散
策
儿
野
川
と
湧
水

め
ぐ
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

稼
ぎ
を
つ
く
る

儿
教
室
参
加
者
募
集

が
な
）・
電
話
番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
、
Ｃ
Ｏ
儿
舎
事
務
局

（
☎
０
４
２
２
儿　

儿
２
０
４
０

３１

死co
-sh
a
@
to
w
n
-kitch

en
.c

o
m

）
へ
。

 　

子
育
て
中
の
方
の
た
め
の
、
保

育
付
き
講
座
の
内
容
な
ど
を
検
討

し
ま
す
。　

と　

き　

５
月　

日
（
火
）
午
前

３１

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

公
民
館
貫
井
北
分
館

（
☎　

儿　

儿
３
４
０
１
）

０４２

３８５

 　

市
民
の
方
自
身
の
手
で
企
画
運

営
す
る
学
習
活
動
を
募
集
し
ま

す
。
応
募
さ
れ
た
企
画
は
、
内
容

を
検
討
し
、
承
認
さ
れ
た
場
合

は
、
市
報
等
で
の
Ｐ
Ｒ
、
施
設
の

予
約
、
ポ
ス
タ
ー
・
ち
ら
し
等
の

印
刷
、
講
師
・
保
育
謝
礼
配
分

（
予
算
の
範
囲
内
）
等
に
つ
い
て

支
援
を
し
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
個
人
ま
た
は
団
体
（
昨
年

度
、
本
講
座
を
実
施
し
た
個
人
ま

た
は
団
体
に
よ
る
、
同
内
容
で
の

応
募
は
除
く
）

申
込
書
配
布
・
申
込
受
付　

６
月

１
日
（
水
）
～　

日
（
木
）
に
公

３０

民
館
各
館
で
。

そ
の
他　

５
月　

日
（
土
）
午
前

２１

　

時
～
正
午
、　

日
（
月
）
午
後

１０

２３

４
時　

分
～
６
時　

分
、　

日

３０

３０

２５

（
水
）
午
後
６
時
～
８
時
に
公
民

館
本
館
学
習
室
で
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
当
日
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

公
民
館
緑
分
館
（
☎　
０４２

儿　

儿
７
３
０
１
）

３８７ 平
成　

年
度
子
育
て
・

２８

子
育
ち
支
援
講
座
準
備
会

市
民
が
つ
く
る
自
主
講
座

（
一
般
部
門
・
男
女
共
同

参
画
部
門
）
企
画
を
募
集

野
川
の

　

生
き
物
観
察

子
ど
も
体
験
講

子
ど
も
体
験
講
座座


